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Ａ【組織・運営】
A-1 （教職員） 学校は、学校の教育目標の具現化に向けて組織的に取り組んでいますか。

A-2 （教職員） 危機管理意識をもって、安全・安心な学校づくりに努めていますか。

A-3 （教職員） 報告・連絡・相談に心掛け、連携・協力できていますか。

A-4 （生徒） あなたは、学校生活は楽しいですか。　
（保護者） お子さんは、学校生活を楽しんでいると思いますか。

A-5 （生徒） あなたは、本校に入学してよかったと思いますか。
（保護者） お子さんは、本校に入学してよかったと思っていますか。

A-6 （生徒） あなたは、目標をもって学校生活を送っていますか。
（保護者） お子さんは、目標をもって学校生活を送っていますか。

令和7年度　学校評価の結果について

新居浜市立北中学校

成果と課題

　学校の教育目標の具現化や危機管理について、日頃から組織的に取り組んでいるが、全教職員の連携・協力について
も昨年と同様の結果であり、まだまだ十分とはいえない。学校生活への満足度に関しては、生徒、保護者ともに良好な結
果が出ている。特に３年生で目標を明確にもっている生徒が多いのは、進路に前向きに取り組んでいる結果である。学年
の特性や現状を分析して、目標をもっていない生徒を減らす必要がある。

次年度に向けて
・各行事で、生徒たちが主体的に企画・運営を行う機会を増やすことで、自主性を育てる。
・特色ある学校づくりを進め、一人一人を認め、個性を生かす学校・学級経営を実践していく。
・学力向上に関する目標を核として、生徒に短期的・中期的・長期的な目標を設定させ、達成感や充実感を体験させる。
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Ｂ【学習指導】
B-1 （生徒） あなたは、意欲的に授業に取り組んでいると思いますか。

（保護者） お子さんは、意欲的に授業に取り組んでいると思いますか。
（教職員） 生徒は授業中、意欲的に取り組んでいると思いますか。

B-2 （教職員） 基礎・基本を大切にした分かる授業を展開していますか。

B-3 （生徒） 先生方は、授業中の態度についてよく指導していると思いますか。
（保護者） 先生方は、授業中の態度についてよく指導していると思いますか。
（教職員） 基本的な学習習慣についての指導ができていますか。

B-4 （生徒） 先生方は、意欲をもって授業に参加できるよう工夫していると思いますか。
（保護者） 先生方は、意欲をもって授業に参加できるよう工夫していると思いますか。
（教職員） 学習形態の工夫やICT活用等、生徒が意欲的に取り組む授業づくりをしていますか。

B-5 （生徒） 先生方は、生徒を公平に評価していると思いますか。
（保護者） 先生方は、生徒を公平に評価していると思いますか。

B-6 （教職員） 目標と指導と評価の一体化を考えて、授業改善に取り組んでいますか。
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B-7 （教職員） 学力向上推進計画に基づいた取組ができていますか。

B-8 （生徒） あなたは、家庭で毎日学習していますか。
（保護者） お子さんは、家庭で毎日学習していますか。
（教職員） 計画的な家庭学習の手立てをしていますか。

Ｃ【生徒指導】
C-1 （生徒） あなたは、あいさつがよくできていますか。

（保護者） 生徒のあいさつは、よくできていると思いますか。
（教職員） 生徒や先生のあいさつはよくできていると思いますか。

C-2 （教職員） 生徒指導に対する教職員の意識統一が図られていますか。

C-3 （生徒） 先生方は、相談事や悩みなどに適切に応じてくれていると思いますか。
（保護者） 先生方は、相談事や悩みなどに適切に応じていると思いますか。
（教職員） 生徒や保護者の悩みや願いに適切に対応できていますか。

成果と課題

　授業に対する意欲や態度等の取組については、三者ともに良好な結果であった。今後も日々の授業改善をさらに進めて
いきたい。毎日学習をしていると答えた生徒が昨年よりも増えたが、していない生徒も増えているのが現状である。学力の
二極化がこの結果にも現れている。公平な評価に対して、成績のみならず、普段の生活や行動について、教員の言葉掛け
や日々の関わり方見つめ直し、一人一人の生徒との信頼関係を構築できるよう努める。

次年度に向けて ・言語能力の育成を図るため、練り合い、高め合う活動を取り入れ、基礎・基本の充実が図られるような指導法の工夫及び
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C-4 （生徒） 先生方は、いじめ等のない楽しい学校・学級づくりに努めていると思いますか。
（保護者） 先生方は、いじめ等のない楽しい学校・学級づくりに努めていると思いますか。
（教職員） いじめ等のない学校づくり・学級づくりに取り組んでいますか。

C-5 （生徒） 先生方は、あなたのことを理解してくれていると思いますか。
（保護者） 先生方は、生徒のことを理解していると思いますか。

C-6 （生徒） あなたは、朝ごはんを毎日食べて学校へ行っていますか。
（保護者） お子さんは、朝ごはんを毎日食べて学校へ行っていますか。

Ｄ【特別活動等】
D-1 （生徒） 生徒会活動や委員会活動は、充実していると思いますか。

（保護者） 生徒会活動や委員会活動は、充実していると思いますか。
（教職員） 生徒会活動や委員会活動が充実し、自治的・自発的な活動ができていますか。

成果と課題
　あいさつについて、教職員は以前の北中生と比較してあまりよい評価をしていないが、生徒、保護者は「できている」と感
じている。生徒指導に対する教職員の意識統一に関しては、各学年では協力できているが、組織として動くための連携に

次年度に向けて
・生徒会活動の一つとして、自主的なあいさつができるように心の面からも考えさせ、教師からの働き掛けを増やす。
・今後も校内連絡会を継続して行い、各学年からの情報をもとに、全校体制の対応等の意識統一を図る。
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D-2 （生徒） あなたは、清掃活動にしっかりと取り組んでいますか。
（保護者） 学校は、環境美化にしっかりと取り組んでいると思いますか。
（教職員） 学校は、校内の環境美化にしっかりと取り組んでいますか。

D-3 （生徒） 体育大会や合唱コンクールなどの学校行事は、充実していると思いますか。
（保護者） 体育大会や合唱コンクールなどの学校行事は、充実していると思いますか。
（教職員） 体育大会や合唱コンクールなどの学校行事は、充実していると思いますか。

D-4 （生徒） 部活動は、充実した活動になっていると思いますか。
（保護者） 部活動は、生徒にとって充実した活動になっていると思いますか。
（教職員） 部活動は、生徒にとって充実した活動になっていると思いますか。

D-5 （教職員）

・今年度は、生徒が自主的に動ける場を設定し、生徒自らの公約や案を実行に移すことができた。集会活動や調査を生か
した実践活動を今後も継続・拡充させていきたい。

人の生き方について考えたり、豊かな心を育てようとしていますか。

成果と課題
　体育大会や合唱コンクールなど学校行事や部活動について、生徒、保護者とも十分満足しているようである。日々の生
徒会活動や委員会活動は生徒は十分であると感じているが、教職員は自治的・自発的な活動に課題があると感じている。

次年度に向けて
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Ｅ【家庭・地域との連携等】
E-1 （生徒） あなたは、学校での様子を家族に話していますか。

（保護者） 学校は、家庭への連絡や情報提供を積極的に行っていると思いますか。
（教職員） 学校は家庭への連絡や情報提供を積極的に行っていると思いますか。

E-2 （生徒） 総合的な学習を中心に据えたＥＳＤ教育は、充実していると思いますか。
（保護者） 総合的な学習を中心に据えたＥＳＤ教育は、充実していると思いますか。
（教職員） 総合的な学習を中心に据えたＥＳＤ教育は、充実していると思いますか。

E-3 （教職員） 小中学校の連携は、効果的に行われていると思いますか。

成果と課題

　人材を有効に生かすためのリスト等が整備されていないため、教育活動には十分に活用されていない。現在は、教職員
個々の人脈による活動が中心である。小中の連携については、三校の話合いにより充実したものとなってきている。学校
の取組として、校長通信、学校便り、行事ごとのホームページ更新、マチコミメールを活用した情報の提供など、様々な形で
発信を行った。家庭で学校の話をしていない生徒の割合が多いことが気になる。

次年度に向けて

・北中だより、月行事予定、週行事予定を確実に各家庭へ届くようにした。また、ホームページについては、今後、より内容
を充実させるように努める。緊急を要する場合には、マチコミメール等を活用することで情報提供を積極的に行う。
・総合的な学習の時間を中心にＥＳＤ教育の推進を図るとともに、公民館等との連携により、今後も地域学習を進め、「働く
人に学ぶ会」などのキャリア教育において、さらに地域の環境や人材を生かせる場を設定していく。
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